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日本では近年も、台風、線状降水帯による豪雨災害、
地震、火山噴火といった自然災害が発生しており、
防災・減災に向けた対応が重要な課題となっています。
今回の研究成果発表会では、
これら顕著現象の発生メカニズムの理解に向けた、
最新の研究の動向をご紹介いたします。

発表題目

開会の挨拶　（気象研究所長　松村 崇行）
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線状降水帯のレビューと今年度実施した集中観測の報告
台風・災害気象研究部 部長 加藤 輝之

線状降水帯の機構解明と予測技術向上に向けた研究の進捗
気象観測研究部 部長  瀬古 弘

プレート境界大地震の発生メカニズムの理解に向けて
地震津波研究部 研究官  野田 朱美

トンガで発生した火山噴火による潮位変化
応用気象研究部 室長  高野 洋雄


